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Abstract
   The present paper following on from three previous ones dealing the concept “Folklorism” is mainly 
concerned with how “traditional” folk events are observed and assessed by those who coined this term 
in the field of academic folklore study in Germany. This retrospective is necessary, because some 
Japanese cultural anthropologists erroneously regard “Folklorism” as a concept describing changes 
taking place in folk culture in 1960s, where many social phenomena drastically shifted from the old 
style to the present-day. In fact, folk culture had already undergone changes since the early modern 
times.
   After consideration above, the next topic of this paper deals with how the folk culture is related to 
cynicism. This is bases on fact: the “cynicism” – this concept itself goes back to the ancient Greek 
Philosophy – appears where some folk events are not regarded as “natural” phenomena but rather as the 
“artificial” or the “intentionally made” Here, as an early example of this problem, we focus on an 
episode concerning Heinrich Heine, the German romantic poet who heard Tirolian folk songs 
performed by a Tirolian amateur ensemble in a London theatre in 1828/29 and was deeply disappointed, 
leading him to express a “cynical” comment.
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 2） ハンス・ナウマンの 〈沈み込んだ文化物象〉 （versunkene Kulturgüter） のスローガンがよく知られて
いるが，近似した観点ながら，はるかに緻密であったアードルフ・シュパーマーなどがもっと注目
されてもよいであろう。この観点をめぐるドイツ民俗学学史の検討についてては次の拙著を参照，
『ドイツ民俗学とナチズム』創土社  200， 第  部第  章。
 ） 次の拙訳を参照， ヘルマン・バウジンガー『科学技術世界のなかの民俗文化』文楫堂  200  第 




ら 〈野人踊り〉 という行事に注目した。またその場合には，同じ対象に言及した  種類の解
説を比較するという方法をとった。一つは，民俗行事に対するジャーナリズムの見方であ
る （A），二つ目はフォークロリズムという概念の民俗学の分野での提唱者ハンス・モーザー
が同じ対象にしめした見解 （B），三つ目は同じくヘルマン・バウジンガーの考察 （C） であ
る。

























 ） オーベルストドルフ （Oberstdorf / Allgäu） の歴史と地誌の早い文献では，ヴュルテムベルク王国が
実施した代官所地誌報告のそれを含む一冊がある。Oberamtsbeschreibung Allgäu.




















 この一般向きの本の解説は，筆者が偶々見つけたものだが，これと近似した理解が 9 世
紀半ばにも行なわれていたことを，バウジンガーがその著作のなかで取り上げている。
8 年に，南ドイツ最大の地方紙が，次のような解説記事を載せた，というのである6）。
 ） Anke Fischer, Feste und Bräuche in Deutschland. Fränkisch-Grumbach EDITION XXL GmbH 200, S. : 
“Wilde Männle Tanz” in Oberstdorf / Allgäu
 6） ヘルマン・バウジンガーの前掲書から引用。参照， Hermannn Bausinger, Volkskunde. Von der 


















































 ） Hans Moser, Vom Folklorismus in unserer Zeit. In: Zeitschrift für Volkskunde, 8 (962), S.–209.  こ
こでは次の論文集から引用， Hans Moser, Volksbräuche im geschichtlichen Wandel. Ergebnisse auf fünfzig 
Jahren volkskundlicher Quellenforschung. München: Deutscher Kunstverlag 98, S. 6–8, here S. . 
u. 6 (Anm. 2). Karl Weinhold, Der Wildemännlestanz vovn Oberstdorft. In: Zetischrift für Volkskunde,  
(89), S. 2–. 





















   閣下，御前で
   踊ることをお許し下され
   何卒，閣下の御嘉納を








の重要な項目などである。前掲 （注 ） のハンス・モーザーの論集を参照。
0） Karl Reiser, Sagen, Gebräuche und Sprichwörter des Allgäus. 2 Bde. Kempten 902.













































一般的によく使われるファスナハト （Fasnacht / Fastnacht） や，ミュンヒェンなど南ドイツの
ファッシング （Fasching） と並んで，カーニヴァル （Karneval） の名称も行なわれている。特
にそれで知られるのは，ケルンを中心としたライン河中流域である。そこからの話題とし
） バウジンガー前掲書より転載。ショーンガウアー （Martin Schongauer  ca.  or 0 – 9） はア
ルサスのコルマールに生まれ，ライン河畔ブライザッハに没したドイツ・ルネサンスを代表する油
彩・銅版画家で，アルブレヒト・デューラーにも影響をあたえた。姓のもじりと傑出した画技のゆ
えに “Martin Schön” のニックネームでも知られる。
2） ファスナハト （カーニヴァル） をめぐる一般的な解説は別として，ライン地方の 〈女のファスナハ
ト （カーニヴァル）〉 に関する具体的な説明は次の文献によった。参照， Alois Döring, Rheinische 
Bräuche durch das Jahr. 2. Auﬂ.: Köln 200, S. 0–0 ‚Weiberfastnacht‘.
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が躍動することも知られてい
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して，それを元手にして宴会を開くといったこともあったようである。






































 因みに，祭り習俗に関するリヒァルト・ヴァイスや） フリードリヒ・ジーバー） の原理




きた。Friedrich Sieber (89–9), Aspekte der Brauchforschung. In: Wissenschaftliche Annalen  (96), 
S. 9–0. なおジーバーがその観点から考察したドイツ人と西スラヴ人の春祭りならびにそこでの 
〈死の追いたて〉 行事に関する総合的な研究が知られている。参照， Ders, Deutsch-westslawische 
Beziehungen in Frühlingsbräuchen. Totaustragen und Umgang mit dem „Sommer“. Berlin 968 (Deutsche 
Akademie der Wissenschaften zu Berlin: Veröffentlichungen des Insttitus für Detusche Volkskunde, Bd. )
12





























 シニシズム （Zynismus） の名称で言い表される姿勢を人間がとることはいつの時代にも
あったであろうが，それが一個の思想として位置付けられたのは，周知のように古代ギリ
シアおいてであった。いわゆるキュニコス派の人生観であり，その名称の由来となったシ






6） Georg Luck (Hrsg.), Dier Weisheit der Hunde: Texte der antiken Kyniker in deutscher Übersetzung mit 
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* アイジングの人々は，昔から続いてきた牡牛に乗って競走する行事を今も  年ごとに
ファッシングに際して行なっており，そうした本物のアトラクションにも事欠かないこ
とを考えると，かかる着想に至ったのは，まことに注目すべきことである。参照，SZ v. 
. und . . 960  及び  ./ . . 962.
** 伝統的な射撃の王様が奇妙な競争相手をもつようになったのは，この地だけのこと
ではなく，アルゴイ （Allgau） でも同様である。後者からは， 〈髭の王様〉 （Bartkönig）が
出現した。種々のコンクールにおける女王の種類も著しく増えた。バート・キッシンゲ
ン （Bad Kissingen） の 〈薔薇の女王〉，高
㋔ーバー
地オーストリアのアウスゼー （Aussee） の 〈水仙
の女王〉 から，ミュンヒェン近郊イスマニング （Ismaning bei München） の 〈キャベツの
女王〉 やフランケン地方の 〈胡瓜の女王〉 に至るまで，まことに多彩である。ミュンヒェ
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の夕べ〉 で幕を閉じた。しかも，これが成功であった
ところから，今後も毎年開催することが決まった。
* SZ v. . 6. 96.：アルゴイでは牛鈴が最も人気のある土産品になっている。それら
は大量に生産され，買った人は，ゴング，食卓鈴，ドアの呼び鈴などに用いる。なおア
ルゴイの農民の苦情を付言すると，牧場の牛鈴が盗まれるケースが増えていると言う。
** 参照，注 ）：S. 202ff.  それによると，この村は，ヴァカンスの時期には常に 2 千人
の滞在客を数える。
*** SZ v. 2. 6. 99 （予告）及び v. . . 99：これは行事保存としては珍しい形態で
あるが，これについては  月  日の記事が，民俗衣装クラブの会長の挨拶を載せてい
る。すなわち，羚羊ハンターの伝統を称揚することは，野生の羚羊が日ごとに病気に冒
されている今日，一層意義があると言うのである。また「第  回バイエルン＝オースト
























































ヨーゼフ，フェーリクスの  人の息子，それに娘のマリーアを加えた  人である。彼らが 
〈ふるさとの民謡〉 をたずさえて生まれ育ったアルプスの谷間を後にしたのは 82 年と推測
されている。そして 82 年にはウィーンで歌った。評判がよかったので，826 年  月に
はベルリンのオペラ座の舞台にも立った。さらに 82 年  月にはロンドンに到着した。イ
ギリスでは，ウィンザー宮殿において国王ジョージ  世と後に女王となる公女時代のヴィ
クトリアの前で歌った。これで人気に拍車がかかり，さらに何ヵ所かで公演をおこなった。
828 年中にはいったん故郷へ帰り，しばらく活動はあきらかではなくなる。そして 0 年後
の 89 年にはヴィクトリア女王の戴冠の祝賀に合わせて再びイギリスで公演をおこなった
8） 種々のパンフレットには，ヨーデルを体験できるアトラクションへの案内も写真を添付して紹介







げフェア〉：特別企画・ヨーデルとアルプホルンのミニコンサート 平成 8 年 8 月 26 日」， 出演者は
「仙台市ヨーデルチロリアン」と「長野県大桑アルプホルンクラブ」と記されている。
20） ライナー兄妹の初代と二代目の活動については次の文献を参照， Hugo Klein, Die Zillertaler 
Sängerfamile Rainer und die Schützenfamilie Ritzl. Innsbruck 928.；ツィラー谷はイン谷の大きな支谷で，
インスブルックの東 0 km 付近に南北に延び，行政上は一帯はシュヴァーツ （Schwaz） の管轄である。
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2） オーストリア帝国の駐オランダと駐イギリスの大使をつとめ外交官として知られた Paul III. Anton 




あったかも知れない。エステルハージ伯の経歴については次を参照， ADB, Bd. 6, S. 88–90.




























楫堂  200, p. 20–28「ドイツ思想史におけるフォルクストゥームの概念」；さらに最近の文献も参
照， Oliver Ohmann, Turnvater Jahn und die Deutschen Sportfeste. Sutton / Erfurt 2008.
2） 9 世紀の半ばには歌謡への国民的な関心のたかまりを背景に，その直近の歴史にも注意が向けら
れた。次を参照， Otto Elben (82–99), Die volktümliche deutsche Männergesang, seine Geschichte, seine 
gesellschaftliche und nationale Bedeutung. Tübingen 8. ここには最初の喉自慢大会はオランダ東部で
8 年で開催されたと記されており（S. 6），今日も目安となっている。；また近年の次の文献を
参照， Dietmar Klenke, Der singende „deutsche Mann“. Gesangverereine und deutsches Nationalbewußtsein 
von Napoleon bis Hilter. Münster 998. 
2） H. Klein の前掲書によれば，エッカーマン『ゲーテとの対話』第二部 828 年 6 月  日に記録さ
れた 〈チロール人の歌謡者〉 は初代ライナー兄妹であったと言う。彼らは民謡アンサンブルの元祖
の性格にあったので，その可能性は高い。
